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【出題の意図】 

 それぞれの研究分野における研究手法を理解できているか、自らの大学院入学後の学問研究の手

法を理解できているか、文章の構成と論旨の展開が適切に行われているかを総合的に問う。 

 

本研究科の小論文試験は、与えられたテーマに対して受験生が自らの知識・関心・問題意識をも

とに論理的に展開する力を評価するものである。出題範囲が特定の文献や理論に限定されないた

め、受験生ごとに多様な切り口・構成・立論がありうる。そのため、すべての答案について具体

的な模範解答を提示することは適切ではなく、ここでは採点の基本的観点のみを示す。 

採点では、①テーマの理解と論点の把握（与えられた課題に対し適切な問題設定ができている

か）、②構成の論理性（序論・本論・結論が明確で、主張の展開に一貫性があるか）、③内容の独

自性（既存の知識を踏まえつつ、自らの視点で考察を行っているか）、④表現の正確さと明瞭さ

（語彙・文法・表記に誤りが少なく、学術的文章として整っているか）を主な評価基準とする。

これらの観点に基づき、単に知識の多寡ではなく、思考の深さ・論理の整合性・表現の的確さを

総合的に判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


